
 

 

 

 

 

 

 

第 2121回例会 

2022 年 12 月 19 日(月) 
海南商工会議所４F 19:00～ 

クリスマス例会 

 

１． 開会点鐘 

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 45名 出席者数 26 名 

出席義務規定適用免除会員  3 名 

出席率 63.41%  前回修正出席率 82.93% 
 

４．会長スピ-チ        会長 中村 俊之 君 

  皆さんこんばんは、

本日は例会を夜間に変

更し、恒例のクリスマス

例会を開催いさせてい

ただきます。 

早いもので今年度も半

年が過ぎ、本年度最終の

例会となります。会員の

皆様には公私ともに大

変お世話になりました。

今年一年誠にありがと

う御座いました。皆さんのご支援、ご協力のおかげ

で大きなトラブルもなく今年一年を締めくくるこ

とができそうです。改めて感謝申し上げます。 

 本日は、親睦委員会の企画でいつもとは違う席の

配置で、銀鈴さんのお食事のほか、奥親睦委員長が

厳選したおつまみや皆さんにお願いして持ち寄っ

ていただいたお酒、シャンパンなどをご用意させて

いただいております。この半期いろいろと至らぬ点

もあったかとは思われますが、反省点や改善点を振

り返りつつ、一年の労をねぎらう例会としたいと考

えています。 

 また、既にご案内させていただき本日出欠の締め

切りとさせていただいていた、新年最初の例会、新

春家族例会を１月 7日土曜日、和歌山マリーナシテ

ィホテルにてとり行います。こちらも親睦委員会の

皆様が趣向をこらした企画を用意しご家族の方々

に楽しんでいただけるよう準備を進めています。よ

り多くの方に出席していただけるようお願いする

とともに、年明けにはまた元気な姿で皆様とお会い

できることを心より祈っております。 

 最後に来年も皆さんの更なるご支援、ご協力をお

願いするとともに、重ね重ねではございますが今年

一年、本当にお世話になりました。皆さん本年度最

後の例会を楽しみましょう！ 

報告事項 

 12月 17日（土）午後４時から、きうち子供食堂

さんに、クリスマス用お菓子配布の支援をしてまい

りました。参加していただいた、楠部さん、田岡さ

ん、奥さん、寒くて小雨のちらつく中長時間にわた

りお疲れ様でした。 

 

５．幹事報告               幹事 千賀 知起 君 

〇例会休会のお知らせ 

和歌山北 RC 1月 2日（月・祝） 9日（月・振替） 

海南西 RC  1月 5日（木） 

和歌山中 RC 1月 6日（金） 

 

６．クリスマスパーティ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2121 

 

会長 中村 俊之    幹事 千賀 知起   ＳＡＡ 田中 淳 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J A P A N 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ジェニファー・ジョーンズ 

イマジン ロータリー 

12 月は 疾病予防と治療月間 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．閉会点鐘 
 

 

次回例会 

第 2122回 2023年 1月 7(土) 

マリーナシティホテル 18:30～ 

新春夫婦例会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺下  卓 君 ヤギが２匹生まれました。先週、倉

橋さんが夫婦で見に来てくれまし

た。もらわれても決まっています。 

前田 誠吏 君 クリスマス例会、楽しいです。 

宇恵 久視 君 寺下さん、ヤギだけでなく鶏も飼っ

ています。 

中西 秀文 君 昨日ゴルフ行ってきました.雪が降

り寒いし、業みたいなゴルフでした。 

魚谷 幸司 君 甥っ子が今度アメリカンフットボ

ールのライスボールに出ることに

なりました。１月 3 日に放送され

ます。機会があれば見てください。

あと、この前ネットでフィッシン

グ詐欺にあいかけて寺下さんに助

けてもらいました。 

山畑 弥生 君 今日は奥先生ありがとうございま

す。久しぶりにメリークリスマス

と言って乾杯しました。24日に主

人ともスパークリングワインでメ

リークリスマスといって乾杯した

いと思います。 

大江 久夫 君  昨日、息子の家族と家内と一緒に

クリスマスパーティーをしました。 

上野山 雅也 君 昨日、嫁さんとワールドカップ決

勝を一緒に見ました。いい試合だ

ったので仲良くなりました。 

桑添  剛  君 寺下さんのヤギ、一匹予約。来る

のを楽しみにしています。 

土井 元司  君 明日、大阪桐蔭の吹奏楽部が

YouTube で流れます。うちの子も

出るので見てください。 

箕嶋 利一 君 この前のゴルフ、海南高原でバーデ

ィー３ツ取りました。 

重光 孝義 君 嫁が娘さんの東京に行っていて、自

分で料理しました。結構美味しかっ

たですあと、新春夫婦例会奥さんと、

娘さんと 3 人で参加しようと思っ

ています。 

榊原 由希子 君 10 日間前くらいに、父と母が同時

にコロナになりました。その際は奥

先生お世話になりました。私もかか

ったのでコロナについてかなり詳

しくなりました。また前回の夜間例

会で、中西さん、山畑さんに運転代

行というものを教えていただき、こ

れから夜間例会ではお酒を飲める

ようになりました。 

阪口 洋一 君 新春夫婦例会、楽しみにしています。

孫にサクラという女の子がいまし

て、幼稚園の頃からロータリーの色

んな活動に参加しています。高校３

年生なのでもう来ないかなと思い

ましたが、手紙を書いたらＯＫとい

う返事が来ました。楽しみにしてい

ます。 

倉橋 順子 君 私も昨日ワールドカップ決勝を見

て寝不足です。サッカーは熱いけど

まだまだ寒い日が続きますので、体

に気を付けてお過ごしください。 

綛田 さよ志 君 とれとれ市場でホキ丼を売ってい

ます。ハワイの丼ですが皆さんご存

知ですか？おかげさんでそこそこ

売れてます。ロコモコ丼もやってい

ますこれもそこそこ売れてます。東

京の店もずっと閉めていて家賃だ

け払っていたのですが、借りてくれ

る人が出てきて良かったです。 



楠山 友加江 君 私が入会した時の会長が魚谷さん

でした、会長というイメージが私の

中で大きかったのですが、先ほのニ

コニコでイメージがかなり変わり

ました。あと、今度の新春夫婦例会

に娘と孫とで参加させていただき

ます。 

角谷 太基 君 昨日、映画を見に行こうと思い行こ

うとすると奥さんが私も行くと言

い出して、見たい映画をいうとそれ

は嫌だと言って、一緒に行きました

が別々の映画を見ました。 

田岡 郁敏 君 この前、子ども食堂のお菓子配布に

参加しました。子供たちが非常に喜

んでいたので良かったです。そのあ

と家族でご飯を食べに行ったとき、

奥さんの車をぶつけてしまいまい、

その見積もりが今日来ました。年末

はおとなしく過ごします 

上田 善計 君 昨日、母親の４９日でした。仕事も

あるしいろんなことが重なり疲れ

ましたが、すごく美味しいお酒をい

ただけるのでありがたいです。また

来年もたのしくお酒を飲みましょ

う。 

奥  喜全 君 最近子供や奥さんには買ってない

んですが、自分にクリスマスプレゼ

ントを買いました。折り畳みの自転

車です。 

新垣 直樹 君 このように宴会ができるようにな

って良かったです。毎年この時期会

費振込の手紙が来るのでそれだと

思い中を開けずにほっておいてい

たら、違う内容の手紙だと後日気が

付きました。皆さんも手紙はちゃん

と中身を確認しましょう。 

倉橋 利徳 君 嫁さんと二人で寺下牧場に行って

きました。 

田中  淳 君 ボーナスが出ました。寝るのが好き

なので「エアウェーブ」を買って欲

しいといいましたが、トイレが壊れ

ているのでそっちが先だと言われ、

後日なんか安っぽいマットが届い

ていました。 

千賀 知起 君 私も昨日サッカー決勝を見ました。

私の実はサッカー部でして不動の

センターフォワードと言われてい

ました。すごくいい試合でした。 

中村 俊之 君 先日、きうち子供食堂にお菓子配布

の支援に行ってきました。そこでサ

ンタの恰好をしたのですが、子ども

達がキラキラした目でサンタさん

やと喜んでくれました。子供たちの

期待に応えるためサンタの恰好を

するときは本気でやりましょう。 

 

 

 

 

モンゴルで人びとの命を救う 

肝炎・肝がん対策支援 

 
肝がん死亡率ワースト 1の返上を可能にした

「佐賀方式」 
 江口有一郎（佐賀ロータリークラブ会員） 

佐賀大学医学部臨床教授 

 

肝がんは、肝臓に

できるがんで、放っ

ておくと命にかかわ

る病気ですが、早期

発見と早期治療によ

り予防が可能です。 

私の住む佐賀県は、

特に 60歳以上の方で

C 型・B 型肝炎ウイルスの感染によるウイルス性肝

炎の罹患率が全国でも非常に高く、そのため肝がん

による死亡率で全国ワースト１位が長年続いてい

ました。これを解決するため、2012 年 1 月から県

と佐賀大学が中心となってさまざまな手法による

疾病啓発プロジェクトを行い、当時、佐賀大学医学

部の肝疾患センター長だった私がプロジェクトの

責任者となりました。 

プロジェクト開始から約 8年を要しましたが、県

内での肝炎の治療者が段々と増え、同じ時期に治療

の劇的な進歩もあり、佐賀県の肝がん死亡率はワー

スト 1位を返上できました。医師を含む全職種の医

療従事者や県内の肝炎・肝がん対策の関係者と、県

民と自治体や医療機関の橋渡しとなる「肝炎医療コ

ーディネーター」を主軸とした地域ぐるみの啓発と

連携によって、検査や治療を受ける人が急増したの

です。この手法は「佐賀方式」と呼ばれるようにな

り、日本のみならず世界でも注目されるようになり

ました。 
 

モンゴルでも成果を上げた佐賀方式 

佐賀大学の口腔外科の名誉教授で、佐賀ロータリ

ークラブ会員である香月武先生は、これまで佐賀ロ

ータリークラブの国際貢献のひとつとしてモンゴ

ルでの口腔外科の医療技術指導に長年携わってこ

られ、モンゴルでは神の手をもつ外科医と称されて

います。香月先生から「モンゴルでも世界保健機関

（WHO）や日本を含む国々が支援して肝がん対策を

行っているにもかかわらず、死亡率世界ワースト 1

位が続いている」という話を聞いた私は、モンゴル

で長年、肝がん対策を行ってきたムンクジャーガル

医師（ウランバートル・ロータリークラブ会員）と

幾度もインターネット会議を行いました。佐賀県で

行っている肝がん対策システムについて説明した



ところ、「佐賀方式」

独自の連携システム

に大変関心を持って

いただきました。 

2017 年にはモンゴ

ルからムンクジャー

ガル医師や関係者の

方々が、佐賀ロータリ

ークラブ、医学部長、

病院長を訪問。2018

年にはモンゴル保健

大臣から佐賀大学学

長への協力要請があ

り、正式に佐賀ロータ

リークラブと佐賀大

学肝疾患センターに

よるモンゴルの肝が

ん対策に向けた協力

が始まりました。また、

ウランバートル・ロー

タリークラブがロー

タリー財団グローバ

ル補助金を活用して

プロジェクトを提唱

し、第 2740地区も資金面で支援しています。 

2017年に初めてモンゴルを訪問し、「肝炎医療コ

ーディネーター」の養成に対する関心が高いことが

わかりました。モンゴルでは医師を含む医療従事者

が少なく、また国民の半分以上が遊牧民として離れ

離れで生活しているため、健康を含む情報発信が十

分に行き渡っていないのです。 

 早速、2018年 11月に日本語が堪能なウランバー

トル・ロータリークラブのロータリアン、ブルガン

さんがモンゴル人として初めて日本の肝炎医療コ

ーディネーター研修を佐賀県で修了されました。さ

らに 12 月には私たちが現地に赴き、ウランバート

ルの隣にあるトゥブ県の約 200 名の医療従事者向

けにモンゴルで初の肝炎医療コーディネーターの

養成、および佐賀方式の連携による肝炎・肝がん対

策の支援を行いました。 

その後、世界

はコロナ禍と

なり、訪問が途

絶えていまし

たが、その間も

現地では着々

と佐賀方式の

推進が継続さ

れ、モンゴルで

新たに２県で肝炎医療コーディネーターの養成が

行われました。これらのコーディネーターの活躍と

地域の医療機関の連携構築により、多くの県民が肝

炎ウイルス検査を受けてデータベースに登録し、治

療からフォローアップまでを見届ける佐賀方式シ

ステムの成果が出ていました。 

 

ロータリアンとなり、頭を丸坊主にして活動を継続 

2020 年、私は佐賀大学を辞し、実家の病院を継

ぐことになりました。その際に、香月先生から「こ

れからはロータリアンとして諸外国の肝炎・肝がん

対策に頑張ってみないか」とお声をかけていただき、

香月先生と同じ佐賀ロータリークラブに入会させ

ていただきました。 

ロータリ

アンとなっ

て初めての

訪問は、モン

ゴルで最も

高い肝がん

死亡率の県

であるスフ

バートル県

への医療支

援が目的でした。同県でも 2021 年に肝炎医療コー

ディネーターの養成を皮切りに佐賀方式が導入さ

れ、約 3,500 名の新規の肝炎ウイルス検査を受け、

数百名の感染者が新たに判明していました。 

 今回の活動支援地であるスフバートル県の四つ

の村は、それぞれの村が四国ほどの面積である一方、

人口は 1000 人前後で、首都ウランバートルから約

800 キロメートル離れた中国国境に接しています。

大草原を約 15 時間かけて走破しようやく到着でき

る、まさに辺境の地です。 

食事は村々で唯一の医療センターで患者さんに

提供される食事をご馳走になりながら、宿泊はモン

ゴル伝統のゲルと呼ばれる円形のフェルトででき

たテントでの寝泊り。水道も風呂も電源もなく、ト

イレも医療センターで貸してもらえるだけの環境

でしたので、渡航前には頭髪を丸坊主にして行きま

した。 

 私は腹部エコー検査と技術指導が役割でしたが、

１日 80 名以上に検査を行い、驚く数の進行した肝

臓病を発見し、モンゴル人医師らにもその後の治療

などについて指導ができました。県庁での成果報告

会ではスフバータル県知事から感謝状をいただき

ました。2018 年からのモンゴル訪問は計 6 回とな

り、徐々に佐賀方式による素晴らしい成果が出てい

ます。肝炎対策は SDGs にも掲げられた世界共通の

課題であり、モンゴルの肝炎対策に私たちの医療技

術支援がお役に立てているのは、大変嬉しいことで

す。今後もモンゴル全土で、肝炎対策を抱える世界

の国々でお役に立てることを期待しています。 

https://on.rotary.org/3h2Dfx4 

 

 

 

 

 

 

https://on.rotary.org/3h2Dfx4
https://on.rotary.org/3h2Dfx4

